
〒540-0024 大阪市中央区南新町一丁目2番10号　
TEL.06-6946-9600（大代表） ホームページアドレス http://www.furusato.co.jp

【フィギュア】�

人の姿、形態、図形、数字の意。フル

サトの“F”、インべスター（株主・投

資家様）の“i”、ジーネットの“G”

が一体となったフルサトグループの

姿勢を表現します。

株主メモ

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

剰余金の配当の基準日

単 元 株 式 数

公 告 方 法

株 主 名 簿 管 理 人

同 事 務 取 扱 場 所

同 取 次 所

単 元 未 満 株 式 の
買 取 り 請 求 場 所

第49期報告書 �
2006年4月1日～2007年3月31日�

第49期報告書 �
2006年4月1日～2007年3月31日�

毎年4月1日から翌年3月31日まで

６月

定時株主総会　３月３１日　その他必要がある時は、取締役会で決議し、あらかじめ公告する一定の日

期末配当金　３月３１日　　中間配当金　９月３０日

１００株

電子公告とし当社ホームページに掲載いたします。なお、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、
日本経済新聞に掲載いたします。　インターネットホームページ　http://www.furusato.co.jp

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　

〒530-0004　大阪市北区堂島浜一丁目１番５号　大阪証券代行部　電話（通話料無料）0120-094-777
株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱ＵＦＪ信託銀行の電話およびインターネットで24時間承っております。
電話（通話料無料）0120-244-479  本店証券代行部　0120-684-479  大阪証券代行部　インターネットホームページ http://www.tr.mufg.jp/daikou/

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　本店・全国各支店
野村證券株式会社　本店・全国各支店

株主名簿管理人の事務取扱場所および同取次所
なお、「株券等の保管振替制度」をご利用の株主様は、お取引証券会社等を経由してお申し出願います。

株主様へのお知らせ�

【ブレース】鉄骨建築の耐震用として用いら
れる構造部材。フルサトのJISブレース市場シェア
60％を超える。詳しくはエピソードフルサトにて。

フルサト・オリジナルの�
「ふるさと小包」をお届けします。�
全国のうまいものを�
15品厳選しました。�
6月末頃にお送りする�
カタログよりお選びください。�
平成19年3月31日現在、株主名簿に記載の

フルサト工業株式500株以上お持ちの株主様



FURUSATO GROUP
フルサトグループは、親会社フルサト工業と連結子会社ジーネット、�

同じくわかばリースの3社で構成されています。�

フルサト工業はユーザー直販、ジーネットは販売店への卸売りを行なっており、�

ジーネットはフルサト工業の仕入先の1社でもあります。�

グループにおける売上の比率は、フルサト3に対してジーネット7と、倍以上のボリュームです。�

一方、利益において両社は、ほぼ同規模となっています。�

鉄骨建築関連事業�
鉄骨建築に使用するブレースやボルト、機械類などの副資材を

需要家である鉄骨ファブリケーターに直接販売している事業です。

ブレース、アンカーボルトなどは自社生産、ハイテンションボルト、

機械工具などは社外仕入、溶接材料、ボルト類は輸入という調達ルートで、

お客様の必要な品物を取り揃えております。

プラント配管事業�
工場などのパイプライン設備や、住宅などの配管設備の新設、

補修を行なう配管設備業者に、継手類、バルブ、パイプなどを

直接販売している事業となります。

鉄骨建築事業の営業網、物流システム、コンピュータネットワークなどを

フルに活用することによって、効率よく短期間で展開できるようになりました。

機械工具関連事業�
国内の製造業を最終ユーザーとして、機械類・工具類を卸売りにて販売している事業です。

機工分野は、比較的小型の機械や工具類を販売店ルートで販売しており、

製造業の稼働率を示す指標である鉱工業生産に連動します。

機械分野は、工作機械を中心に販売する分野で、製造業の設備投資動向に影響されます。

これら二つに加え、直販を行なうFAシステム分野により機械工具事業は構成されています。

その他の事業�
住設システム分野�
住宅設備機器類を卸の形態で建設会社等に販売しており、

安定した成長性と収益性が特長の分野です。

セキュリティシステム分野�
防犯、監視用機器類をメーカーとの共同開発や輸入などによって調達し、

直販や施工店経由などのルートで販売しております。

FURUSATO  GROUP�
連結売上高  903億円　�
営業利益  50億円　�
純利益  31億円�

売上高  271億円　営業利益  24億円� 売上高  641億円　営業利益  25億円�

903億円�
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SUMMARY DATA
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2007年3月期マーケットの動向�
　フルサト工業のコア事業である鉄骨建築のマーケットは、

06年の鉄骨加工量が736万トンで３年連続横ばいとなり

ました。鉄骨加工量のピークは90年の1,229万トンですが、

現在はその60％の水準であり、しばらくこの傾向が続くと

予想されています。

鉄骨建築物の使途別では、工場が前年比13％増で2年連

続高い伸びを示し、倉庫も一昨年の横ばいから同15％増

に転じました。これらの動向は、生産設備投資の増加によ

るものと考えられます。

　ジーネットのコアである、機械工具関連事業のマーケッ

トでは、工作機械受注が高原状態となっており、外需の好

調さに比べ内需の伸びは鈍化傾向で、今後の動きは予断

を許さない状況です。

　一方、生産稼動状況を示す、鉱工業生産指数は、2年

間高水準をキープしており、生産活動の好調さが窺えます。

鉄骨建築需要� 鉄骨建築使途別� 工作機械受注� 鉱工業生産指数�

当期�
（2007年3月期）�

売上高�

90,378百万円�
営業利益�

5,097百万円�
純利益�

3,154百万円�
前期�
（2006年3月期）�

売上高�

84,129百万円�
営業利益�

4,681百万円�
純利益�

2,880百万円�

1株当たり純資産�
BPS

1,739円63銭�

1株当たり純利益�
EPS

199円86銭�

1株当たり年間配当� 40円�

ごあいさつ�
 株主の皆様には、ますますご清栄のことと

お慶び申し上げます。

 平素は、格別のご支援を賜り厚くお礼申し

上げます。

　フルサトグループは、8年目の事業年度を

迎えました。これまで比較的順調に推移して

来られましたのも、皆様のご支援によるものと

感謝しております。

 本日、皆様に、フルサトグループの2007年

3月期の事業概況をご報告させていただくと

ともに、今後の展望についてご説明申し

上げます。

　引き続きフルサトグループの事業活動に、

ご理解・ご支援を賜りますようお願い申し

上げます。
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代表取締役会長　古里　龍一

代表取締役社長　古里　龍平

連結�
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機械工具部門の業績分析�
　機械工具部門は、子会社ジーネットの機械工具関連

事業とその他の事業で構成される事業セグメントとなっ

ております。

　機械工具関連事業は、セグメントの90％以上を構成

しており、機工分野がその中核となります。

　機工分野は、製造業の生産活動に使用される、機械

類、工具類、消耗品等を扱っていることから、その需要

は鉱工業生産指数に連動し、ゆるやかな動きとなります。

このブレが少ない分野を柱とすることにより、業績を安

定させることができます。

 機械分野は、工作機械を中心に販売しております。工

作機械は、製品を作るための様々な部品を作る機械を

作るための機械で、製造業の設備投資意欲に敏感に

反応するため、景気変動リスクが高い業種になります。

　2007年3月期は、最もボリュームのある機工分野が

前期比4.1％増と堅調に伸び、好調な受注を背景とし

た機械分野は主力ブランドの販売に注力した結果、同

11.5％増となりました。

 その他の事業では、住宅設備器機販売を行なう住設シ

ステム分野が、前期比5.4％増加しました。

グループ業績について�
　2007年3月期の連結業績は、売上高903億円（前期

比7.4％増）、営業利益50億円（同8.9％増）、経常利益

55億円（同7.2％増）、当期純利益31億円（同9.5％増）

となりました。

　「機械工具部門」は、売上高632億円（前期比6.8%増）、

営業利益25億円（同16.3%増）となりました。工作機械の

販売が２桁増加しており、最もボリュームのある機工分野

も堅調な生産活動を背景に安定的に伸びました。

　「鉄骨建築関連資材部門」は、売上高208億円（前期

比10.5%増）、営業利益19億円（同8.4%増）となりました。

当部門に含まれる、プラント配管事業の業績が前期に比

べ12億円増加（51.9％増）したことが主な要因となります。

　「鉄骨建築関連部材部門」は、売上高62億円（前期比

4.5%増）、営業利益5億円（同13.2%減）となりました。重

点品目の建築構造用アンカーボルトの売上が増加しました。

DATA
事業セグメント別売上高� 事業セグメント別営業利益� 売上高推移� （単位：百万円）（単位：百万円）（単位：百万円）

DATA
機械工具関連事業� その他の事業�
60,000

40,000

20,000

0

（単位：百万円） （単位：百万円）

32,682

40,944
48,976

55,231
59,239

2003.3 2004.3 2005.3 2006.3 2007.3

4,000

3,000

2,000

1,000

0

3,567

2003.3 2004.3 2005.3 2006.3 2007.3

3,793 3,996 3,9963,840

機工部門�
構成�

前期 当期 増減率

機械工具部門

鉄骨建築関連資材部門

鉄骨建築関連部材部門

合　　　計

2,181

1,803

584

4,681

2,537

1,954

507

5,097

16.3

8.4

△ 13.2

8.9

前期 当期 増減率

機械工具部門

鉄骨建築関連資材部門

鉄骨建築関連部材部門

合　　　計

59,229

18,883

5,956

84,129

63,237

20,870

6,221

90,378

6.8

10.5

4.5

7.4

24,000

20,000

16,000
1Q 2Q 3Q 1Q

'05.3月期

'06.3月期

'07.3月期

その他の事業事業�その他の事業�

FAシステム分野

機械分野

住設システム分野

機工分野

機械工具関連事業機械工具関連事業�機械工具関連事業�



DATA FORECAST
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今期の状況�
　日本経済の先行きは、企業部門の好調さが家計に

波及し、国内民間需要に支えられた景気回復が続くと

見込まれておりますが、その持続性については不透明

感が払拭されません。

当社グループにおける鉄骨建築関連事業は、需要が前

年並みと予想される中で、鉄鋼製品の値上げや、アンカー

ボルト、機械工具類のシェアアップ等によって微増を見

込んでおります。

　プラント配管事業は、仕入先の拡充、専任営業の増

員により、成長分野として増収増益を計画しています。

 機械工具関連事業は、内需の工作機械受注がおお

むね横ばいとなっており、設備投資意欲の鈍化傾向を

示していることから、先行き弱含みと予想しております。

　これらにより、通期売上予想は916億円、営業利益

51億円、純利益31億円、EPS197.52円、１株当たり年

間配当金40円を見込んでおります。

プラント配管事業�
　プラント配管事業は、2003年に本格的に取組みを

始め丸４年が経過しました。2007年3月期の売上は38

億円で前期比51.9％増となりました。

　この事業は、当社が鉄骨建築関連事業でつちかった

ビジネスモデルを活かし、従来の全国の営業拠点網、

物流システム、コンピュータネットワークをフルに活用

することにより、短期間での立ち上げに成功しました。

　営業人員も、初期段階では鉄骨建築関連事業と兼

務体制で、プラント配管の取引先を開拓し、売上ボリュー

ムが一定以上となった時点より、専任営業を配置する

形で展開を進めております。

 このような仕組みでの展開によって、取組開始当初か

ら黒字で、売上が増加するにつれて全体の増益への貢

献度も高まってきております。

 プラント配管事業の対象マーケットは、鉄骨建築事業

より大きく、現時点の当社のシェアは極めて小さいこと

から、大きな成長の可能性を期待しています。

鉄骨建築関連事業の業績分析�
　鉄骨建築関連事業は、事業セグメントにおける鉄骨

建築関連部材部門と、プラント配管事業の業績を除い

た鉄骨建築関連資材部門の合計で、売上高は232億

円（前期比4.2％増）となりました。

　鉄骨建築のフレーム工事を行なう鉄骨ファブリケーター

をメインのお客様として、使用される資材類を鋼材と一

部のカテゴリーを除いてほとんど全て取扱っております。

　そして、業界特有の“すぐいるニーズ”にお応えする

ため、全国拠点の整備、在庫・物流機能の充実、コンピュー

タシステムの導入・更新を続けてまいりました。

　その結果、対象となるマーケットにおける当社のシェ

アは、60％を超えるブレースを筆頭に、全体として高まっ

ております。鉄骨需要がしばらく大きな変動なく推移す

ると予想されていることから、当事業は安定性した収益

体制を期待できます。

鉄骨建築関連事業� プラント配管事業�
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754百万円�
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197円52銭�

1株当たり年間配当予想�

40円�
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フルサト工業では、耐震部材であるターンバックルブレースを自社生産し、

フルブレースというブランド名において直接販売してきました。�

今回の｢EPISODE FURUSATO｣は、長年にわたり基幹商品とされて

きたフルブレースを見ていきたいと思います。すなわち「エピソード・フル

ブレース」ということでしょうか。�
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エピソード�
フルサト�

EPISODE FURUSATOは、一般的にあまり知られていないテーマを�
取り上げ紹介するドキュメンタリーシリーズです。�
「FURUSATO」をもっとよく知っていただくため色々な角度から�
知られざる真実をお伝えします。�
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